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 教科書的には半過去は	
 1) 過去の未完了	
 2) 非自立的	
 3) 基準点Rとの同時性を表
すという特徴を持つ時制だとされている。ところがこのいずれにも違反する半過去の用

法は数多い。このため Sten (1952) のように、半過去の特性として同時性をまったく認
めない見解もあるほどである。発表者は東郷 (2007) において、二つのゾーンからなる
フランス語時制の全体像を示した上で、同時性を表さない半過去とされる多くの事例 
(語調緩和の半過去、市場の半過去、失念の半過去、確認の半過去、現在との対比を表す
半過去) は discours の半過去であるとし、同時性を表す récit の半過去と区別すること
で説明できることを示した。 
	
 本発表では同時性を表さない半過去のうちで、東郷 (2007) では扱わなかったものに
ついて考察する。便宜的に次の3つのタイプを区別する。 
1型  関係節・比較節に生じるタイプ 
	
 Il n'était plus le garçon qu'il *était* 10 ans auparavant. 
2型	
 独立文に生じるタイプ 
	
 Il mourut à l'âge de 50 ans. Il *fumait* deux paquets de cigarettes par jour. 
3型	
 独立文に生じ、基準点Rより後の時点を表すタイプ 
	
 Jean tourna l'interrupteur. La lumière éclatante *l'éblouissait*.	
  
	
 1型については、従属節における時制の一致規則を見直すことで整合的に説明できるこ
とを示したい。また2型については、Jean se mit en route dans sa nouvelle Mercedez. Il attrapa 
une contravention. Il roulait trop vite. という有名な例文について東郷 (2008) で示した分析
を撤回し、半過去 roulait は単純過去 attrapa と同時ではなく、attrapa の時点よりも過去
を表すと考え、このタイプは récit に埋め込まれた discours の半過去であることを主張
する。最後に3型については、語り固有の性質によって時間が前に進み、半過去 éblouissait
は単純過去 tourna の結果生じた状態が生起する時点 t1 と同時性を表すと考えたい。 
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